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「
そ
こ
で
、
婦
人
た
ち
は
イ
エ
ス

の
言
葉
を
思
い
出
し
た
。」

（
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
24
章
８
節
）

皆
様
に
は
、「
あ
の
時
あ
の
人

の
あ
の
一
言
に
救
わ
れ
た
、
あ
る

い
は
生
き
る
力
を
頂
い
た
」
と
い

う
経
験
が
お
あ
り
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

３
月
25
日
の
朝
日
新
聞
の
朝
刊

に
は
、
偶
然
で
し
ょ
う
か
、「
自

分
を
生
か
し
て
く
れ
た
こ
と
ば
」

が
い
く
つ
か
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
に
、
鷲
田
清
一
氏

の
「
折
々
の
こ
と
ば
～
オ
レ
ノ　

ス
キ
ナ
ヒ
ト
」
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
の
出
典
も
書
い
て
あ
っ

た
の
で
、
も
う
少
し
詳
し
く
知
り

た
い
と
思
い
、
早
速
本
を
購
入
し

て
読
ん
で
み
ま
し
た
（
永
田
久
美

子
監
修
「
私
の
声
が
見
え
て
い
ま

す
か
。
─
認
知
症
の
人
た
ち
の
小

さ
く
て
大
き
な
ひ
と
言
」
92
～
93

時
、
言
葉
の
訓
練
も
兼
ね
て
Ａ
さ

ん
に
話
し
か
け
て
み
た
。『
Ａ
さ

ん
、
私
は
誰
で
す
か
』
す
る
と
思

っ
て
も
み
な
い
答
え
が
返
っ
て
き

た
。『
…
オ
レ
ノ　
ス
キ
ナ
ヒ
ト
』

私
は
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

こ
ん
な
風
に
言
っ
て
も
ら
え
る
医

療
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
７
年
、
田

舎
の
小
規
模
病
院
で
高
齢
者
の
医

療
を
担
当
し
て
い
る
。
ま
た
誰
か

の
ス
キ
ナ
ヒ
ト
に
な
り
た
い
と
願

と
い
う
知
ら
せ
を
聞
き
、
衝
撃
を

受
け
ま
す
。
イ
エ
ス
復
活
の
知
ら

せ
に
、
女
性
た
ち
や
弟
子
た
ち
の

間
に
、
混
乱
、
動
揺
、
疑
心
が
生

じ
て
い
る
様
子
が
生
き
生
き
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、

「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
わ
た
し

た
ち
の
た
め
に
十
字
架
に
つ
け
ら

れ
、復
活
さ
れ
た
救
い
主
で
あ
る
」

と
信
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
ル
カ
の

記
事
の
行
間
に
は
、
十
字
架
上
で

無
残
な
非
業
の
死
を
遂
げ
た
イ
エ

ス
が
救
い
主
で
あ
る
と
い
う
信
仰

に
至
る
ま
で
、
女
性
た
ち
や
弟
子

た
ち
が
ど
れ
ほ
ど
の
混
乱
や
動
揺
、

疑
心
、
葛
藤
、
精
神
的
苦
闘
を
乗

り
越
え
た
か
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

女
性
た
ち
は
、輝
く
人
か
ら「
イ

エ
ス
が
お
話
し
に
な
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
な
さ
い
。」（
６
節
）
と

言
わ
れ
、「
イ
エ
ス
の
言
葉
を
思

い
出
し
」
ま
し
た
（
８
節
）。
初

代
教
会
の
人
々
が
、
イ
エ
ス
の
受

難
を
め
ぐ
る
様
々
な
葛
藤
の
中
で

気
づ
い
た
の
は
、
イ
エ
ス
の
言
葉

は
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
の
で
す
。
生
前
の
イ
エ
ス
か
ら

聞
い
た
言
葉
が
、
生
き
生
き
と
弟

子
た
ち
の
心
に
浮
か
び
、
彼
ら
・

彼
女
ら
の
心
を
生
か
す
言
葉
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。
イ
エ
ス
の
言
葉

（
次
頁
４
段
目
に
つ
づ
く
）

頁
）。次

の
よ
う
な
内
容
で
し
た
。

「
4
年
目
の
研
修
医
Ｏ
さ
ん
は
、

小
脳
梗
塞
と
認
知
症
を
併
発
し
、

茶
色
い
涎
を
垂
ら
し
て
獣
の
よ
う

に
転
げ
ま
わ
る
86
歳
の
男
性
患
者

Ａ
さ
ん
の
診
療
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
最
初
貧
乏
く
じ
を
引

い
た
と
思
っ
た
。
あ
る
日
、
診
療

会
議
で
、
Ａ
さ
ん
に
胃
ろ
う
を
作

る
と
い
う
話
に
な
り
、
Ｏ
医
師
は

異
議
を
唱
え
た
。
私
た
ち
は
患
者

さ
ん
の
嚥
下
機
能
再
獲
得
の
た
め

に
手
を
尽
く
し
た
だ
ろ
う
か
と
疑

問
に
思
っ
た
か
ら
だ
。
そ
れ
か
ら

Ｏ
医
師
と
Ａ
さ
ん
の
奮
闘
が
始
ま

っ
た
。
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
、

…
す
べ
て
の
職
種
に
教
え
を
乞

い
、
Ａ
さ
ん
と
向
き
合
っ
た
。
Ａ

さ
ん
の
目
は
少
し
ず
つ
輝
き
を
取

り
戻
し
、
数
週
間
後
、
全
粥
と
刻

ん
で
と
ろ
み
を
つ
け
た
食
事
を
食

べ
ら
れ
る
ま
で
回
復
し
た
。
あ
る

い
な
が
ら
」
─
わ
た
し
は
、
人

は
思
い
が
け
な
い
言
葉
に
生
か
さ

れ
な
が
ら
生
き
て
い
る
の
だ
と
感

動
を
覚
え
ま
し
た
。

復
活
の
朝
、
イ
エ
ス
の
遺
体
が

消
え
た
空
虚
な
墓
の
前
で
、
イ
エ

ス
の
弟
子
の
女
性
た
ち
が
呆
然

と
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。（
ル
カ

24
：
１
～
）
そ
し
て
、
女
性
た
ち

は
輝
く
衣
を
着
た
２
人
の
人
か

ら
、「
イ
エ
ス
は
復
活
さ
れ
た
」

祝
復
活
日主

教
　ア
ン
デ
レ
　磯
　晴
久

イ
エ
ス
の
言
葉
は
生
き
て
い
る
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前
年
度
の
教
区
会
計
に
関
す
る

決
算
を
（
11
月
の
定
期
教
区
会
を

待
た
ず
）
よ
り
適
時
に
審
議
し
確

定
す
る
た
め
、
ち
ょ
う
ど
10
年
前

か
ら
毎
年
“
定
期
的
に
”
開
か
れ

て
い
る
臨
時
教
区
会
が
、
去
る
３

月
20
日
（
日
）
午
後
、
主
教
座
聖

堂
（
川
口
基
督
教
会
）
礼
拝
堂
で

開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
定
石
ど
お

り
の
議
案
の
他
に
２
つ
の
議
案
が

加
わ
り
、
下
記
４
議
案
が
提
出
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
た
。

⑴
議
案
第
１
号　

２
０
１
５
年
度

日
本
聖
公
会
大
阪
教
区
会
計
決

算
承
認
の
件

⑵
議
案
第
２
号　

２
０
１
５
年
度

日
本
聖
公
会
大
阪
教
区
一
般
会

計
収
支
余
剰
金
処
理
の
件

⑶
議
案
第
３
号　

２
０
１
６
年
度

日
本
聖
公
会
大
阪
教
区
一
般
会

計
補
正
予
算
（
案
）
承
認
の
件

⑷
議
案
第
４
号　

不
動
産
売
却
承

認
の
件

※
書
記　

司
祭 

千
松
清
美　

司
祭 

古
澤
秀
利

（
２
０
１
５
年
度
は
90
％
余
）「
各

教
会
教
区
費
分
担
金
」
は
予
算
ど

お
り
３
，
８
０
０
万
円
が
満
た
さ

れ
た
。

②
支
出
は
、
予
算
総
額
４
，
２

０
０
万
円
に
対
し
実
績
３
８
，
８

４
８
，
１
１
０
円
で
315
万
円
余
予

算
を
下
回
っ
た
。

こ
れ
は
予
算
に
対
し
、「
職
員

俸
給
」（
72
万
円
弱
増
／
８
月
以

降
、
ウ
イ
ル
ソ
ン
司
祭
の
当
教
区

転
入
・
勤
務
に
伴
う
俸
給
を
含

む
）、（
委
員
会
等
）「
交
通
費
」

（
40
万
円
余
増
／
２
０
１
５
年
度

は
例
年
と
異
な
り
、
下
半
期
分
を

年
度
内
に
計
上
済
）、「
職
員
交
通

費
」（
15
万
円
弱
増
）、「
教
役
者

移
転
費
」（
14
万
円
弱
増
）
等
が

予
算
を
上
回
っ
た
も
の
の
、「
牧

会
補
助
金
」（
140
万
円
弱
減
）、「
年

金
厚
生
費
」（
41
万
円
余
減
）、「
社

会
保
険
料
」（
20
万
円
余
減
）、「
教

区
館
費
」（
12
万
円
余
減
）、「
教

務
局
費
」（
11
万
円
余
減
）
な
ど

が
軒
並
み
、
予
算
を
相
当
額
下
回

っ
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
そ
の

《
議
案
第
１
号
に
つ
い
て
》
提
出

者
：
教
務
局
総
務
部
財
務
委
員
会

①
収
入
は
、
予
算
総
額
４
，
２

０
０
万
円
の
と
こ
ろ
実
績
４
２
，

４
４
０
，
３
７
０
円
と
予
算
を
44

万
円
余
上
回
っ
た
。

た
だ
し
、
こ
の
予
算
の
収
入
総

額
の
中
に
は
当
初
よ
り
「
特
別
積

立
金
」
か
ら
取
り
崩
さ
れ
た
173
万

円
が
含
ま
れ
て
い
る
（
単
年
度
に

見
込
ま
れ
た
収
入
だ
け
で
は
予
算

支
出
額
を
賄
え
な
か
っ
た
）。
一

方
、
収
入
に
お
い
て
実
績
が
予
算

を
特
に
大
き
く
上
回
っ
た
科
目
は

「
臨
時
献
金
」
で
、
50
万
円
余
超
。

こ
れ
は
、
主
教
座
聖
堂
で
行
わ
れ

て
い
る
、
毎
月
（
原
則
第
２
水
曜

日
）
の
教
区
関
係
教
役
者
逝
去
記

念
聖
餐
式
の
信
施
や
記
念･

感
謝

献
金
と
、
祝
日
の
聖
餐
式
に
お
け

る
信
施
等
で
、
予
算
60
万
円
に
対

し
実
際
に
は
110
万
円
余
が
献
げ
ら

れ
た
。
他
は
、「
堅
信
式
信
施
金
」

が
予
算
95
万
円
の
と
こ
ろ
実
績
90

万
円
余
で
５
万
円
弱
の
マ
イ
ナ
ス
。

そ
し
て
、
収
入
の
大
半
を
占
め
る

結
果
、お
も
に
、新・教
区
主
教（
磯

主
教
）
の
按
手
・
就
任
式
等
の
備

え
と
し
て
設
け
ら
れ
た「
予
備
費
」

の
217
万
円
余
に
つ
い
て
は
使
わ
ず

に
済
ん
だ
。

こ
う
し
て
、
実
績
と
し
て
の
収

支
は
、
決
算
の
結
果
、
３
５
９
万

２
２
６
０
円
の
余
剰
金
を
生
じ
た
。

単
年
度
の
収
支
で
は
、「
特
別
積

立
金
取
崩
し
」
の
173
万
円
を
差
し

引
い
た
186
万
円
余
の
プ
ラ
ス
と
な

っ
た
。

《
議
案
第
２
号
に
つ
い
て
》
提
出

者
：
教
務
局
総
務
部
財
務
委
員
会

①
２
０
１
５
年
度
一
般
会
計
収

支
余
剰
金
３
５
９
万
２
２
６
０
円

は
「
特
別
積
立
金
」
に
繰
り
入
れ

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

《
議
案
第
３
号
に
つ
い
て
》
提
出

者
：
教
務
局
総
務
部
財
務
委
員
会

①
今
春
の
人
事
異
動
に
伴
う
会

計
状
況
の
変
化
に
対
応
し
て
、
昨

年
11
月
の
第
115
（
定
期
）
教
区
会

で
成
立
し
た
２
０
１
６
年
度
一
般

会
計
予
算
を
見
直
し
、
補
正
予
算

を
立
て
る
べ
く
そ
の
案
が
提
出
さ

れ
、
承
認
さ
れ
た
。
結
果
的
に
予

算
総
額
の
相
当
な
増
額
を
内
容
と

す
る
も
の
で
、
当
初
予
算
の
４
，

０
０
０
万
円
が
補
正
予
算
で
は

４
，
３
０
０
万
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
。
し
か
し
、
増
額
分
の
300
万

円
は
、「
各
教
会
教
区
費
分
担
金
」

の
増
額
に
は
よ
ら
ず
、
教
区
会
計

の
「
特
別
積
立
金
取
崩
し
」
に
よ

っ
て
賄
わ
れ
る
。
そ
の
額
は
、
当

初
予
算
の
60
万
円
が
、
補
正
予
算

（
次
頁
４
段
目
に
つ
づ
く
）

（
前
頁
よ
り
つ
づ
く
）

第
　（
臨
時
）教
区
会
「
２
０
１
５
年
度
会
計
決
算
」等
を
承
認

116
第
　（
臨
時
）教
区
会
「
２
０
１
５
年
度
会
計
決
算
」等
を
承
認

116
京
都
教
区
教
役
者
・
代
議
員
ら

　人
も
傍
聴

27

は
、
十
字
架
上
で
滅
び
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
わ
た
し
は
良
い
羊
飼
い
で
あ

る
。
良
い
羊
飼
い
は
羊
の
た
め

に
命
を
捨
て
る
。」（
ヨ
ハ
ネ
10
：

11
）
十
字
架
は
わ
た
し
た
ち
の
た

め
で
あ
り
ま
し
た
。「
わ
た
し
が

あ
な
た
が
た
を
愛
し
た
よ
う
に
、

互
い
に
愛
し
合
い
な
さ
い
。」（
ヨ

ハ
ネ
15
：
12
）
十
字
架
は
イ
エ
ス

の
私
た
ち
へ
の
愛
の
し
る
し
と
な

り
ま
し
た
。
生
前
聞
い
た
イ
エ
ス

の
言
葉
が
、
彼
ら
の
心
に
思
い
出

さ
れ
、
彼
ら
を
生
か
す
こ
と
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。

十
字
架
と
復
活
の
信
仰
は
、「
イ

エ
ス
の
言
葉
は
生
き
て
い
る
」
と

い
う
気
づ
き
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
も
イ
エ
ス
の
言
葉
と

さ
ら
に
親
し
く
し
な
が
ら
歩
ん
で

参
り
ま
し
ょ
う
。

（
い
そ　
は
る
ひ
さ・教
区
主
教
）
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教
区
会
終
了
後
、
休
憩
に
続
い

て
４
時
15
分
か
ら
、「
大
阪
・
京

都
教
区
合
併
に
関
す
る
懇
談
会
」

が
礼
拝
堂
で
開
か
れ
、
京
都
教
区

の
教
区
議
員
・
代
議
員
有
志
27
人

が
同
席
す
る
な
か
、
合
併
問
題
の

現
況
が
報
告
さ
れ
た
。

去
る
３
月
11
日
（
金
）
午
後
６

時
か
ら
、
教
区
宣
教
部
礼
拝
・
音

楽
委
員
会
主
催
に
よ
る
東
日
本
大

震
災
５
周
年
記
念
の
夕
の
礼
拝
が
、

司
式
・
内
田
望
司
祭
、
説
教
・
磯

晴
久
主
教
に
よ
り
、
大
阪
聖
パ
ウ

ロ
教
会
で
執
り
行
わ
れ
た
。
出
席

で
は
360
万
円
に
な
っ
た
。

②
当
初
予
算
に
比
べ
補
正
予
算

で
相
当
額
の
増
額
を
必
要
と
す
る

支
出
項
目
は
、
牧
会
補
助
金
（
600

万
円
／
300
万
円
増
）、
教
務
局
費

（
230
万
円
／
30
万
円
増
） 

、
教
役

者
移
転
費（
120
万
円
／
30
万
円
増
）。

な
お
、
以
上
３
項
目
の
増
額
に

伴
い
、
予
備
費
は
60
万
円
減
額
さ

れ
て
３
２
９
，
０
０
０
円
と
な
っ

た
。

《
議
案
第
４
号
に
つ
い
て
》
提
出

者
：
常
置
委
員
会

①
故
・
久
野
利
子
姉
（
堺
聖
テ

モ
テ
教
会
信
徒
）
か
ら
教
区
に
遺

贈
さ
れ
た
、
堺
市
中
百
舌
鳥
本
町

の
土
地
（
宅
地
）
１
４
２
・
20
㎡

「
推
進
す
る
委
員
会
」
の
岩
城

聰
司
祭
か
ら
今
ま
で
の
流
れ
の
概

要
と
、
現
在
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

る
4
つ
の
事
案
が
説
明
さ
れ
た
。

ま
た
、
原
子
力
発
電
所
事
故
に

よ
る
放
射
能
汚
染
で
、
土
地
や
農

地
を
失
い
、
住
み
慣
れ
た
家
を
離

れ
て
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
人
々
の
苦
悩
を
思
う
。
天

災
は
、
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
試
練

な
の
だ
ろ
う
か
。
い
つ
起
こ
る
か

も
し
れ
な
い
災
害
に
対
す
る
対
応

策
を
日
頃
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
。

災
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
が
、
一

日
も
早
く
元
通
り
の
生
活
に
戻
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
祈
り
、
援

（
前
頁
よ
り
つ
づ
く
）

と
建
物
（
居
宅
・
車
庫
）
を
、
高

石
市
の
宅
地
建
物
取
引
業
・
建
設

業
者
に
売
却
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
た
。
売
却
金
額
は
760
万
円
。

②
教
区
に
対
す
る
久
野
姉
の
資

産
（
土
地
・
建
物
と
現
金
）
遺
贈

に
つ
い
て
は
、
昨
年
11
月
の
第
115

（
定
期
）
教
区
会
で
議
案
第
４
号

が
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、「
感

謝
を
も
っ
て
受
け
入
れ
」
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
現

金
に
つ
い
て
は
、
総
額
１
，
１
０

０
万
円
余
が
遺
贈
さ
れ
、
そ
の
う

ち
「
特
定
資
産
保
守
引
当
金
」
に

700
万
円
、「
災
害
緊
急
支
援
資
金
」

に
300
万
円
、
海
外
宣
教
資
金
に
１

４
０
，
６
６
７
５
円
が
そ
れ
ぞ
れ

す
で
に
繰
り
入
れ
ら
れ
た
。

助
を
行
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

３
月
11
日
現
在
、
死
者
１
５
，
８

４
９
人
、
行
方
不
明
者
２
，
５
６

１
人（
新
聞
よ
り
）。
死
者
の
方
々

の
魂
の
平
安
を
祈
る
と
共
に
、
行

方
不
明
者
の
方
々
が
一
日
も
早
く

発
見
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

席
上
献
金
４
４
，
０
０
０
円
は
、

小
名
浜
聖
テ
モ
テ
幼
稚
園
の
園
児

の
た
め
の
室
内
遊
具
購
入
の
た
め

に
お
献
げ
し
た
。

（
う
わ
と
こ　
ま
す
よ
・
大
阪
聖

パ
ウ
ロ
教
会
信
徒
）

引
き
続
き
「
教
区
編
成
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
」
か
ら
青
少
年
キ
ャ

ン
プ
な
ど
の
協
働
例
の
報
告
と
組

織
図
の
説
明
、「
財
務
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
」
か
ら
両
教
区
教
役

者
給
与
統
一
テ
ー
ブ
ル
の
試
案
な

ど
が
説
明
さ
れ
た
。
若
干
の
質
疑

応
答
の
あ
と
、
5
時
半
に
閉
会
。

詳
細
は
12
頁
の
「
Ｏ
Ｋ
委
員
会
報

告
」を
参
照
く
だ
さ
い
。（
編
集
部
）

者
45
人
。

地
震
と
共
に
襲
っ
て
き
た
大
津

波
に
よ
り
、
福
島
、
宮
城
、
岩
手

の
特
に
沿
岸
部
に
多
大
の
被
害
を

も
た
ら
し
た
。
当
時
の
テ
レ
ビ
放

映
で
、
多
く
の
人
家
、
公
共
施
設
、

人
や
車
が
あ
っ
と
い
う
間
に
波
に

呑
み
込
ま
れ
、
激
し
い
勢

い
で
沖
に
流
さ
れ
て
い
っ

た
様
子
は
、
今
も
脳
裏
に

焼
き
つ
い
て
い
る
。
多
く

の
死
者
、
行
方
不
明
者
を

出
し
、
家
を
失
っ
た
人
々

が
5
年
経
っ
た
今
も
仮
設

住
宅
で
不
自
由
な
生
活
を

営
ん
で
お
ら
れ
る
。

教
区
会
後
に
「
宣
教
懇
談
会
」開
か
れ
る

教
区
会
後
に
「
宣
教
懇
談
会
」開
か
れ
る

大
阪
・
京
都
教
区
合
併
に
関
し
、

　
　
　
　
　経
過
報
告
と
問
題
点
の
説
明

東
日
本
大
震
災
５
周
年
記
念
礼
拝

ア
グ
ネ
ス
　上
床
益
代
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見
よ
、兄
弟
が
共
に
座
っ
て
い
る
。

何
と
い
う
恵
み
、
な
ん
と
い
う

喜
び
。 

詩
編
133
：
１

賴ラ
イ
榮ロ
ン
信シ
ン
主
教
か
ら
台
湾
聖
公
会

教
区
会
参
加
へ
の
お
招
き
を
頂
き
、

去
る
３
月
２
日
（
水
）
か
ら
5
日

聖
公
会
幼
稚
園
関
係
者
の
日
本
訪

問
、
両
教
区
の
代
祷
表
の
交
換
な

ど
が
実
現
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
訪
問
で
は
、
淡
水
や
九

扮
な
ど
の
観
光
の
時
間
も
あ
り
ま

し
た
が
、
何
よ
り
一
番
新
し
い
基

督
堂
を
は
じ
め
聖
ヨ
ハ
ネ
科
学
技

術
大
学
降
臨
堂
、
牧
愛
堂
、
聖
ヨ

ハ
ネ
主
教
座
聖
堂
や
付
属
の
幼
稚

（
土
）
ま
で
、
日
本
聖
公
会
大
阪

教
区
聖
職
・
信
徒
を
中
心
に
、
私

を
含
め
て
17
人
が
台
湾
を
訪
問
し

ま
し
た
。
３
月
４
日
に
は
賴
主
教

を
は
じ
め
台
湾
聖
公
会
の
愛
す
る

兄
弟
姉
妹
と
、
教
区
会
と
い
う
大

切
な
場
で
、
詩
編
133
：
１
の
よ
う

に
、
お
会
い
し
、
共
に
座
る
こ
と

が
で
き
る
恵
み
を
、
神
様
か
ら
頂

き
ま
し
た
。
そ
し
て
教
区
会
に
先

立
つ
聖
餐
式
の
中
で
、
去
る
２
月

６
日
に
発
生
し
た
台
湾
南
部
地
震

被
災
者
へ
の
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
、
大
阪
教
区
か
ら
の
献
金
50
万

円
を
賴
主
教
に
お
渡
し
し
ま
し
た
。

台
湾
聖
公
会
と
大
阪
教
区
の
主

に
あ
る
交
わ
り
は
、
２
０
０
５
年

10
月
16
日
大
阪
教
区
礼
拝
に
お
い

て
、
宣
教
協
働
関
係
が
正
式
に
締

結
さ
れ
た
時
に
始
ま
り
、
今
年
で

11
年
目
と
な
り
ま
す
。
宣
教
協
働

は
１
期
３
年
、
４
期
目
に
入
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
間
、
両
教
区
の

聖
職
・
信
徒
の
相
互
訪
問
、
台
湾

園
訪
問
と
い
う
交
流
の
時
間
が
多

く
取
ら
れ
ま
し
た
。
台
湾
聖
公
会

で
は
、
こ
こ
数
年
新
し
い
教
会
や

若
い
聖
職
が
次
々
と
誕
生
し
て
お

り
、
大
学
の
チ
ャ
ペ
ル
活
動
も
盛

ん
で
、
そ
こ
に
集
う
青
年
た
ち
か

ら
若
い
聖
職
が
誕
生
し
て
い
る
と

聞
き
ま
し
た
。
私
た
ち
大
阪
教
区

は
台
湾
聖
公
会
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

感
い
っ
ぱ
い
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
、
皆
様
の

ケ
ア
が
行
き
届
い
て
い
た
の
と
、

神
様
が
す
べ
て
を
良
し
と
し
て
お

守
り
く
だ
さ
っ
て
い
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

私
が
こ
の
訪
問
で
印
象
に
残
っ

た
こ
と
は
、
２
つ
の
教
会
を
訪
問

し
た
こ
と
で
す
。
一
つ
目
は
中ち

ゅ
ん
り壢

の
基
督
堂
で
す
。
若
い
女
性
の
熱

い
宣
教
の
思
い
か
ら
教
会
が
始
ま

り
、
現
在
も
子
ど
も
や
青
年
の
集

い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
若
い
世

代
の
家
族
が
交
わ
り
を
大
切
に
し
、

お
互
い
の
信
仰
を
深
め
て
い
る
こ

と
を
伺
い
、
私
の
心
も
熱
く
燃
え

る
思
い
が
し
ま
し
た
。
二
つ
目
は

聖
ヨ
ハ
ネ
科
学
技
術
大
学
の
チ
ャ

ペ
ル
で
あ
る
降
臨
堂
で
す
。
と
く

に
建
物
が
深
い
意
味
を
も
っ
て
建

て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま

こ
の
た
び
は
、
教
区
会
へ
お
招

き
く
だ
さ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
私
た
ち
を
受
け
入
れ

て
く
だ
さ
る
た
め
、
賴
榮
信

主
教
様
は
じ
め
、
多
く
の
方

が
尽
力
し
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
も
感
謝
い
た
し
ま
す
。

牧
愛
堂
で
の
開
会
聖
餐
式
、

M
ellow

 Field H
otel

で

の
昼
食
と
教
区
会
は
、
台
湾

聖
公
会
の
皆
様
の
丁
寧
さ
と

熱
心
さ
の
対
応
を
垣
間
見
さ

せ
て
も
ら
い
、
大
変
感
動
し

ま
し
た
。

今
回
、
私
は
初
め
て
台
湾

を
訪
れ
ま
し
た
。
４
日
間
の
滞
在

で
何
の
心
配
も
苦
労
も
す
る
こ
と

な
く
、
大
変
有
意
義
な
旅
で
満
足

沢
山
あ
る
と
感
じ
た
旅
で
し
た
。

ま
た
、
教
区
会
の
中
で
、
李
鎮
丞

司
祭
が
こ
の
４
月
中
頃
か
ら
３
カ

月
間
、
大
阪
教
区
で
研
修
す
る
と

い
う
人
事
交
流
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
心
か
ら
歓
迎
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
い
そ　
は
る
ひ
さ・教
区
主
教
）

（
次
頁
３
段
目
に
つ
づ
く
）

司
祭
　ジ
ョ
イ
　千
松
清
美

台
湾
訪
問
団

２
つ
の
教
会
で

　
　
　
熱
い
感
動
に
満
た
さ
れ
る

大
阪
か
ら
訪
問
団
が
参
加
し
、

  
主
に
あ
る
交
わ
り
を
再
確
認

台
湾
聖
公
会
（

　
　
　）
教
区
会

主
教
　ア
ン
デ
レ
　磯
　晴
久

米
国
聖
公
会
第
Ⅷ
管
区

台

湾

教

区
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し
た
。
洗
礼
盤
か
ら
聖
卓
に
延
び

る
床
に
「
道
路
・
真
理
・
生
命
」

と
書
か
れ
、
説
明
が
終
わ
っ
た
後
、

人
々
が
そ
の
上
を
踏
ん
で
出
て
い

く
と
こ
ろ
を
見
て
、
こ
こ
は
イ
エ

ス
様
の
御
跡
に
従
っ
て
い
く
信
仰

者
の
道
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

し
た
。
ま
た
、
天
上
の
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
か
ら
聖
卓
へ
伸
び
る
梯
子

が
、
祭
色
に
合
わ
せ
て
光
を
放
っ

て
い
る
様
子
は
、
ま
さ
に
三
位
一

体
の
神
様
が
降
臨
し
て
私
た
ち
を

満
た
し
て
く
だ
さ
る
の
だ
と
、
と

て
も
理
解
し
や
す
く
、
受
け
入
れ

や
す
い
目
に
見
え
る
象
徴
だ
と
思

い
ま
し
た
。

後
日
、
岩
城
聰
司
祭
に
お
会
い

し
た
時
、「
行
っ
て
み
な
い
と
分

か
ら
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
っ
た
で

し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
、「
そ
の
通

り
で
し
た
！
な
ぜ
、
こ
れ
ま
で
台

湾
聖
公
会
を
訪
問
し
な
か
っ
た
の

か
、
不
思
議
で
す
」
と
答
え
ま
し

た
。
私
は
必
ず
次
の
訪
問
が
あ
る

と
確
信
し
、
熱
い
信
仰
の
感
動
を

受
け
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
に
、
ま

た
皆
様
に
お
会
い
し
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
主
の
平
和
と
と
も
に
。

（
せ
ん
ま
つ　
き
よ
み
・
石
橋
聖

ト
マ
ス
教
会
牧
師
、
庄
内
キ
リ

ス
ト
教
会
管
理
牧
師
）

の
皆
様
の
優
し
く
、
親
切
な
お
も

て
な
し
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

台
湾
聖
公
会
の
若
い
方
々
が
、

希
望
と
恵
み
に
満
ち
豊
か
な
信
仰

の
道
を
歩
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
に
感
動
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

体
験
で
、
皆
様
の
お
も
て
な
し
の

心
と
親
切
、
優
し
さ
と
で
、
言
葉

が
通
じ
な
く
て
も
繫
が
り
あ
え
る

喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
賴
主
教
様

に
何
度
も
暖
か
い
握
手
を
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
は
、
終
生
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

繋
が
り
が
一
つ
に
な
り
、
支
え

合
い
、
話
し
合
い
、
少
し
で
も
多

く
の
方
々
、
国
々
と
の
交
わ
り
が

で
き
る
よ
う
に
祈
り
あ
う
こ
と
の

大
切
さ
を
思
い
ま
し
た
。
イ
エ
ス

様
を
通
し
て
共
に
あ
る
喜
び
を
感

謝
い
た
し
ま
す
。
神
様
の
恵
み
と

御
守
り
が
豊
か
に
あ
り
ま
す
よ
う

に
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
み
や
け　
き
ょ
う
こ
・
石
橋
聖

ト
マ
ス
教
会
信
徒
）

主
の
平
和

思
い
の
外
、
２
度
目
の
台
湾
旅

行
に
行
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
夢
の
よ
う
で
、
神
さ

ま
に
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
台
湾
聖
公
会
の
賴
主
教
様

は
じ
め
、
ご
夫
人
、
司
祭
様
、
信

徒
の
皆
様
、
か
わ
い
ら
し
い
園
児

（
前
頁
よ
り
つ
づ
く
）

2016 教会音楽祭 inおおさか

《参加申込み》申込み書に必要事項を記入し、教区事務所まで
FAX、または郵送でお申込みください。  〆切：4 月 30 日（土）
主催：聖霊降臨日前夕の礼拝実行委員会
担当：大阪教区宣教部礼拝・音楽委員会
問い合わせ：司祭 テモテ 内田  望（TEL 072-261-2015）

《練習スケジュール》
5月21日（土）10 時半～ 12 時　川口基督教会会館 3 階
6月11日（土）11時～12時（集合 10：45）カトリック阿倍野教会
音楽祭当日は、会場のカトリック阿倍野教会で練習します。

《曲目》聖歌 第374番 心の扉をひらくと（4声）1、2、3節
第243番 神の約束果たされるまで（ユニゾン）1、2、4節
第555番 時を超え（4声）1、3、5節

日  時　2016年 6月11日（土）午後2時～4時
場  所　カトリック阿倍野教会

（大阪市阿倍野区松崎町 3 丁目 6 番 25 号）

合 唱 メン バ ー 募 集合 唱 メン バ ー 募 集合 唱 メン バ ー 募 集
ペンテコステヴィジルペンテコステヴィジル

主催：聖霊降臨日前夕の礼拝実行委員会
後援：大阪キリスト教連合会

説教　前田 万葉大司教（カトリック大阪大司教区）
司式　井上 隆晶 牧 師（日本基督教団）

吉岡 秀紀 司 祭（カトリック大阪大司教区）
内田　 望 司 祭（日本聖公会）
松本 義宣 牧 師（日本福音ルーテル教会）

日時　5月14日（土）17:00-18:00

場所　日本聖公会  川口基督教会
（大阪教区主教座聖堂）

第 10 回  聖霊降臨日前夕の礼拝第 10 回  聖霊降臨日前夕の礼拝

カ
タ
リ
ナ
　三
宅
享
子

言
葉
は
通
じ
な
く
て
も
、

　
　
　
　
　つ
な
が
る
喜
び

２
度
目
の
台
湾
旅
行



大　阪　教　区　報 2016年4月24日　（6）第 448 号

「
あ
な
た
が
た
は
行
っ
て
、
す

べ
て
の
民
を
わ
た
し
の
弟
子
に
し

な
さ
い
。
彼
ら
に
父
と
子
と
聖
霊

の
名
に
よ
っ
て
洗
礼
を
授
け
、
あ

な
た
が
た
に
命
じ
て
お
い
た
こ
と

を
す
べ
て
守
る
よ
う
に
教
え
な
さ

い
。」（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
28

章
19
～
20a
節
）

こ
の
イ
エ
ス
様
の
言
葉
か
ら
考

え
る
と
、
新
し
く
信
仰
に
入
っ
た

人
が
、
そ
の
人
た
ち
の
信
仰
と
理

解
の
も
と
で
成
長
を
促
す
こ
と

は
、
教
会
の
大
切
な
使
命
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
多

く
の
教
会
の
信
徒
は
、
一
週
間
の

う
ち
日
曜
日
の
説
教
だ
け
が
、
唯

一
キ
リ
ス
ト
教
的
な
教
え
に
触
れ

て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
来
は
、

様
々
な
方
法
で
新
し
い
こ
と
を
学

ぶ
機
会
は
あ
る
は
ず
で
す
。
た
と

え
ば
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
や
中

高
生
た
ち
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教

え
を
学
ぶ
の
に
必
要
な
独
創
的
で
、

創
作
的
な
多
く
の
方
法
に
つ
い
て

希
望
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
へ
の
悲
し
み
に
満
ち
て
い
ま
し

た
。
彼
ら
は
、
復
活
の
イ
エ
ス
様

が
近
づ
い
て
も
イ
エ
ス
様
だ
と
気

づ
け
な
い
ほ
ど
、
失
望
と
困
惑
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

で
は
、
こ
の
よ
う
に
大
変
な
混

乱
の
中
に
あ
る
彼
ら
に
、
イ
エ
ス

様
は
ど
の
よ
う
な
助
け
舟
を
出
さ

れ
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、「
モ

ー
セ
と
す
べ
て
の
預
言
者
か
ら
始

め
て
、
聖
書
全
体
に
わ
た
り
」
メ

シ
ア
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
こ

と
を
彼
ら
に
説
明
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
十
字
架
に
よ
る
イ
エ

ス
様
の
死
は
神
の
計
画
で
あ
り
、

す
べ
て
の
人
々
を
解
放
す
る
た
め

の
出
来
事
で
あ
り
、
今
、
あ
な
た

が
た
の
失
望
は
、
復
活
と
い
う
希

望
に
変
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、

聖
書
全
体
を
通
し
て
、
神
様
か
ら

の
視
点
と
い
う
広
い
視
野
の
も
と

で
理
解
で
き
る
よ
う
に
イ
エ
ス
様

は
彼
ら
に
教
え
ら
れ
た
の
で
す
。

エ
マ
オ
の
途
上
の
２
人
の
弟
子

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
皆
様
が
洗
礼
を
受
け
る
決
心

を
し
た
頃
の
こ
と
、
あ
る
い
は
聖

書
の
弟
子
た
ち
の
よ
う
に
な
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か

と
、
真
剣
に
探
り
始
め
た
時
の
こ

と
を
思
い
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
時
、
ど
ん
な
こ
と
が
そ
の
決

心
や
探
究
の
た
め
に
助
け
に
な
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
逆
に
、
ど

ん
な
こ
と
が
理
解
や
探
究
心
の
邪

魔
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
問
い
を
考
え
な
が
ら
、
ル

カ
に
よ
る
福
音
書
24
章
13
節
～
27

節
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
エ
ル
サ

レ
ム
か
ら
12
㎞
ほ
ど
離
れ
た
エ
マ

オ
へ
向
か
う
道
の
途
中
で
、
２
人

の
弟
子
が
復
活
さ
れ
た
イ
エ
ス
様

に
出
会
う
場
面
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
２
人
の
弟
子
達
は
、
イ
エ
ス

の
墓
が
空
っ
ぽ
で
あ
っ
た
こ
と
や

御
使
い
が
告
げ
た
内
容
を
全
く
理

解
で
き
ず
に
困
惑
し
、
イ
エ
ス
様

の
十
字
架
の
死
に
よ
っ
て
、
自
分

た
ち
を
解
放
し
て
く
れ
る
と
い
う

た
ち
の
よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
も

時
に
困
惑
と
混
乱
を
感
じ
る
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
新
し
く
信

仰
生
活
に
入
ら
れ
た
方
は
な
お
さ

ら
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
信
仰
は
、

頭
の
知
識
だ
け
で
成
り
立
つ
も
の

で
は
な
く
、
何
か
そ
れ
以
上
の
こ

と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
イ
エ
ス
様
が
困
惑
す
る

弟
子
た
ち
に
聖
書
を
通
し
て
教
え

導
か
れ
た
こ
と
に
着
目
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
会
は
、
新
し
く
信
仰
に
入
っ

た
人
を
イ
エ
ス
様
が
な
さ
っ
た
よ

う
に
聖
書
か
ら
導
き
支
え
、
さ
ら

に
そ
の
上
で
自
ら
の
信
仰
を
試
行

錯
誤
す
る
よ
う
に
し
て
、
互
い
に

信
仰
者
と
し
て
の
歩
み
を
分
か
ち

合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
教
会
を
築
き
上

げ
る
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
自
身

を
イ
エ
ス
様
に
近
づ
け
て
行
く
努

力
が
必
要
で
す
。
聖
書
の
学
び
も

そ
の
ひ
と
つ
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を

通
し
て
、
新
し
く
キ
リ
ス
ト
者
と

な
っ
た
人
々
の
信
仰
が
高
め
ら
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
せ
ん
ま
つ　
き
よ
み
・
石
橋
聖

ト
マ
ス
教
会
牧
師
、
庄
内
キ
リ

ス
ト
教
会
管
理
牧
師
）

司
祭
　ジ
ョ
イ
　千
松
清
美

ア
ン
グ
リ
カ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン 

「
宣
教
の
５
指
標
」 

③

新
し
く
信
仰
者
と
な
っ
た
人
を
教
え
、
洗
礼
を
授
け
、
養
い
育
て
る
こ
と

│ 
行
っ
て
、
す
べ
て
の
民
を
わ
た
し
の
弟
子
に
し
な
さ
い 

│

第 22 回 関西 JOCS バザー

日　時　2016年 5月14日（土）
午前11時～午後3時

会　場　大阪聖パウロ教会
連絡先　06-6359-7277

使用済みの 切手を持ってバザーに行こう！
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先
日
、
三

光
塾
「
母
子

生
活
支
援
セ

ン
タ
ー　

フ
ァ
ミ
リ
エ
ひ
か

り
」
の
祝
別
式
・
竣
工
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
思
い
が
け
な
い

離
別
を
経
験
し
、
貧
困
、
精
神

的
問
題
等
を
抱
え
た
お
母
さ
ん

と
こ
ど
も
を
守
り
、
自
立
を
支

援
す
る
施
設
で
す
。
今
、
こ
う

し
た
支
え
を
必
要
と
し
て
い
る

果
て
る
こ
と
、
壁

に
ぶ
つ
か
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

支
え
る
、
育
て
る
、
癒
す
、
あ

る
い
は
仕
え
る
仕
事
に
は
、
そ

れ
を
“
支
え
る
人
た
ち
”
が
沢

山
必
要
な
の
で
す
。
大
阪
教
区

に
は
、
社
会
福
祉
施
設
、
保
育

園
、
幼
稚
園
、
地
域
活
動
セ
ン

タ
ー
、
学
校
、
病
院
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
教
会
と
牧
師
。
ど

う
ぞ
支
え
る
輪
、
祈
り
の
輪
を

忘
れ
ず
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
主
教
ア
ン
デ
レ
）

人
が
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
所
で
増

加
し
て
い
ま
す
。
私
は
式
に
参
加

し
な
が
ら
、
も
う
一
つ
の
こ
と
を

考
え
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
母

子
を
支
援
す
る
人
・
施
設
が
必
要

で
あ
る
と
同
時
に
、支
援
者
を“
支

え
る
人
た
ち
”
も
ま
た
沢
山
必
要

な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
今
、
世
の
中
は
複
雑
化
し
て

い
ま
す
。
支
援
者
も
ス
ー
パ
ー
マ

ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
疲
れ

羊 だ
よ り

お
支
え
く
だ
さ
い
、
お
祈
り
く
だ
さ
い

当
院
は
現
在
、
大
阪
市
天
王
寺

区
細
工
谷
に
あ
り
１
８
７
３
年
に

ア
メ
リ
カ
聖
公
会
の
宣
教
医
師
ヘ

ン
リ
ー
・
ラ
ニ
ン
グ
博
士
に
よ
り

川
口
居
留
地
で
創
立
以
来
、「
慰

め
と
癒
し
」の
精
神
に
基
づ
き「
母

と
子
と
女
性
の
た
め
の
病
院
」
と

「
多
く
の
患
者
が
博
士
の
医
療

技
術
に
魅
了
さ
れ
、
体
と
同
様
、

魂
の
癒
し
を
見
い
だ
し
て
い
た
」

─
２
０
０
５
年
に
病
院
の
建
て

替
え
時
、
基
盤
石
か
ら
１
９
１
７

年
以
前
の
診
療
状
況
を
記
し
た
英

文
レ
タ
ー
が
発
見
さ
れ

た
が
、
当
時
の
様
子
が

蘇
る
よ
う
で
改
め
て
医

療
の
原
点
に
立
ち
返
っ

た
気
が
し
た
。

２
０
１
２
年
10
月
に

は
ラ
ニ
ン
グ
博
士
の
子

孫
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
来

日
、
病
院
を
訪
れ
た
。

曾
孫
た
ち
は
祖
先
が
日
本
で
な
し

え
た
業
績
を
熱
心
に
聞
き
、
病
院

で
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん

と
記
念
写
真
を
撮
っ
て
感
無
量
の

様
子
で
帰
国
し
た
。
そ
の
後
、
彼

ら
と
病
院
と
の
音
信
は
続
い
て
い

2016 年 信徒の学び 出張講座

主  催：大阪教区宣教部礼拝・音楽委員会
お問い合せ：大阪教区事務所 Tel 06-6621-2179

参 加 費 無 料
（持ち物）祈祷書、聖歌集　講師：内田 望司祭、辻 彩乃

講座終了後、お茶の用意があります。
お時間のある方は、交わりの時をどうぞ ！

事前の申し込みは必要ありません。3回とも同じ内容です。

5 月29日（日）13時半～15時半（受付13時～）
大阪聖パウロ教会　℡ ０６-６３７１-0170

6 月26日（日）13時半～15時半（受付13時～）
大阪聖アンデレ教会　℡ 06-6６２８-４７５７

7 月24日（日）13時半～15時半（受付13時～）
芦屋聖マルコ教会　℡ 0797-22-5504

神とともに歩む一年間
～ 教 会 暦 と 聖 歌 ～

神とともに歩む一年間
～ 教 会 暦 と 聖 歌 ～

シ
リ
ー
ズ 

聖
公
会
関
連
施
設
紹
介 

│ 

⑨理
事
長
　小
澤
淑
郎

（
公
益
財
団
法
人
）

　聖
バ
ル
ナ
バ
病
院

（
公
益
財
団
法
人
）

　聖
バ
ル
ナ
バ
病
院

し
て
１
４
３
年
の
歴
史
が
あ
る
。

２
０
１
２
年
に
大
阪
府
よ
り
公

益
財
団
法
人
と
し
て
認
定
を
受
け
、

産
科
・
小
児
科
が
密
に
連
携
し
分

娩
数
で
は
大
阪
府
下
で
常
に
上
位

を
占
め
、
関
西
の
産
婦
人
科
病
院

と
し
て
名
高
い
。

る
。ラ

ニ
ン
グ
博
士
は
ア
グ
ネ
ス
女

学
校
の
校
長
で
あ
っ
た
ベ
レ
・
ミ

ッ
チ
女
史
と
日
本
で
結
婚
し
た
が
、

彼
女
は
博
士
と
一
時
帰
国
中
、
病

に
倒
れ
１
８
９
０
年
に
亡
く
な
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
博
士
は
ア
メ

リ
カ
に
留
ま
ら
ず
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

実
現
の
た
め
再
来
日
し
、
そ
の
後

25
年
間
診
療
に
注
力
さ
れ
た
。

私
自
身
、
こ
の
「
使
命
に
生
き

る
」
と
い
う
博
士
の
不
撓
不
屈
の

精
神
を
踏
襲
し
、
今
後
の
病
院
繁

栄
に
努
力
し
て
ゆ
く
所
存
で
あ
る
。

（
お
ざ
わ　
よ
し
お
）
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２
０
１
５
年
11
月
6
日
（
金
）、

「
キ
リ
ス
ト
に
結
ば
れ
て
」
～
主

の
働
き
人
と
し
て
歩
む
～
を
主
題

に
、
ア
ジ
ア
教
会
婦
人
会
議
日
本

委
員
会
（
Ａ
Ｃ
Ｗ
Ｃ
Ｊ
）
第
29
回

関
西
支
部
一
日
研
修
会
が
、
日
本

キ
リ
ス
ト
教
団
神
戸
栄
光
教
会
に

於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
Ｃ

Ｗ
Ｃ
Ｊ
は
聖
公
会
を
含
む
7
教
派

が
参
加
す
る
教
会
女
性
の
国
境
を

越
え
た
活
動
で
す
。
私
達
の
身
近

に
あ
る
リ
ー
ス
ト
コ
イ
ン
の
交
わ

り
運
動
は
Ａ
Ｃ
Ｗ
Ｃ
Ｊ
の
活
動
の

一
つ
で
す
。
こ
の
募
金
は
、
世
界

の
弱
い
立
場
に
あ
る
女
性
や
子
供

の
為
の
働
き
に
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
日
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
教

会
女
性
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
式
文

を
用
い
て
の
Ｄ
Ａ
Ｙ
礼
拝
、
聖
書

研
究
（
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手

紙
一
3
章
1
～
9
）、
昼
休
憩
を

挟
ん
で「
心
と
身
体
と
魂
の
健
康
」

に
つ
い
て
の
講
演
会
等
が
あ
り
ま

し
た
。
出
席
者
は
326
人
（
う
ち
聖

公
会
73
人
）、席
上
献
金
は
２
８
６
，

今
ま
で
い
く
つ
か
の
講
座
に
参

加
し
ま
し
た
が
、
聖
公
会
の
司
祭

様
以
外
が
講
師
を
さ
れ
る
講
座
を

受
講
す
る
の
は
初
め
て
な
の
で
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
一
方
で
、

講
師
は
聖
書
学
者
で
あ
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
「
難
し
い
話
を
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
？
」
と
少
し
不

安
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ウ
イ
リ
ア
ム
ス
神
学
館
で
新
約

聖
書
学
を
教
授
さ
れ
て
い
る
講
師

の
関
西
学
院
大
学
理
工
学
部
宗
教

６
８
２
円
で
し
た
。

２
０
１
６
年
3
月
4
日
（
金
）

に
は
、
大
阪
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン

タ
ー
に
於
い
て
世
界
祈
祷
日
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
キ
ュ
ー

バ
の
女
性
達
が
式
文
を
作
成
し
ま

主
事
・
専
任
講
師
の
前
川
裕
（
ゆ

た
か
）
先
生
は
、
初
回
に
時
間
を

か
け
て
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
の
概
論
と

背
景
を
説
明
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
は

表
現
や
た
と
え
が
難
し
く
、
か
な

り
取
っ
つ
き
に
く
い
雰
囲
気
を
持

っ
た
福
音
書
で
す
が
、
初
回
の
全

体
像
の
概
論
が
と
て
も
興
味
深
く
、

初
め
て
知
っ
た
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
、
随
分
久
し
ぶ
り
に
（
？
）

知
的
好
奇
心
が
ム
ク
ム
ク
と
頭
を

い
と
こ
ろ
だ
ら
け
で
、
も
っ
と
理

解
す
る
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
何
度

も
繰
り
返
し
て
学
ば
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
話

さ
れ
る
シ
ニ
カ
ル
な
コ
メ
ン
ト
に

吹
き
出
し
た
こ
と
も
何
度
か
あ
り
、

最
後
ま
で
楽
し
く
有
意
義
な
時
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

前
川
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
こ
も
だ　
く
み
こ
・
大
阪
聖
パ

ウ
ロ
教
会
信
徒
）

し
た
。
テ
ー

マ
は
「
子
ど

も
を
受
け
い

れ
な
さ
い
、

そ
し
て
わ

た
し
を
も
」。

礼
拝
の
中
で

は
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
キ
ュ
ー

バ
の
歴
史
や
現
状
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
当
番
教
派
の
救
世
軍
・
太

田
晴
久
先
生
よ
り
、「
幼
子
の
よ

う
に
、
ま
た
イ
エ
ス
様
に
出
会
っ

た
ザ
ア
カ
イ
の
よ
う
に
、
私
達
も

素
直
で
純
粋
な
信
仰
を
持
っ
て
主

に
お
仕
え
し
た
い
」
と
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
9
教
派
2

団
体
が
参
加
し
、
出
席
者
は
176
人

（
う
ち
聖
公
会
40
人
）、
席
上
献
金

は
１
５
６
，
９
５
０
円
で
し
た
。

両
日
と
も
お
天
気
に
恵
ま
れ
、

多
く
の
方
々
と
共
に
祈
り
賛
美
で

き
た
こ
と
に
感
謝
で
す
。

（
い
で　
の
ぶ
こ
・
西
宮
聖
ペ
テ

ロ
教
会
信
徒
）

も
た
げ
ま
し
た
。

す
ぐ
に
解
釈
に
移
る
の
で
は
な

く
、
こ
の
よ
う
に
初
め
に
全
体
を

通
し
て
の
概
論
や
他
の
福
音
書
と

の
違
い
な
ど
を
ま
と
め
て
説
明
を

し
て
下
さ
る
と
、
予
備
知
識
を
持

っ
て
臨
む
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ

の
後
の
章
ご
と
の
詳
し
い
説
明
の

時
に
再
度
そ
の
内
容
を
聞
く
こ
と

が
あ
れ
ば
、
更
に
理
解
し
や
す
く

な
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
と

言
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な

教
会
奉
仕
者
の
学
び
（
第
Ⅵ
期
）

教
会
奉
仕
者
の
学
び
（
第
Ⅵ
期
）

ヴ
ェロ
ニ
カ
　薦
田
久
美
子

「
新
約
聖
書
入
門 

ヨ
ハ
ネ
福
音
書
を
読
み
解
く
」
に
参
加
し
て

リ
ベ
カ
　井
出
信
子

大阪教区
婦　人　会

Ａ
Ｃ
Ｗ
Ｃ
Ｊ
関
西
支
部
一
日
研
修
会
と
世
界
祈
祷
日

超
教
派
の
集
い
、
神
戸
と
大
阪
で
開
か
れ
る

大阪教区 手話の会『つたえて』
定例会：毎月第２火曜日 午後６時半～（８月は休み）
場　所：教区館にて
教会手話に興味のある方
一度お越しください

主催：大阪教区 宣教部 社会宣教委員会

問い合わせ：
堺聖テモテ教会
TEL 072-261-2015
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今
年
の
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
２
０
１
６
年
３
月
21
日

（
月
・
休
）
大
阪
教
区
・
京
都
教

区
協
働
の
取
り
組
み
と
し
て
、
京

都
教
区
聖
ア
グ
ネ
ス
教
会
を
会
場

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
総
勢
１
４
１
人
。
こ
の
内
、

子
ど
も
た
ち
の
参
加
は
59
人
（
大

阪
教
区
26
人
、
京
都
教
区
33
人
）。

大
阪
教
区
か
ら
は
10
教
会
、
京
都

教
区
か
ら
は
13
教
会
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
、「
レ
ン
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
」。
復
活
日
を
前
に
イ
エ
ス

さ
ま
の
十
字
架
ま
で
の
出
来
事
を

知
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
グ
ル
ー
プ
毎

に
青
年
リ
ー
ダ
ー
と
行
動
し
ま
し

た
。
聖
書
の
出
来
事
の

お
話
を
担
当
聖
職
者
か

ら
聞
き
、
ゲ
ー
ム
や
ク

ラ
フ
ト
、
身
体
を
動
か

し
た
り
し
て
遊
び
ま
し

た
。
最
後
に
は
全
員
で

礼
拝
を
さ
さ
げ
、
子
ど

も
た
ち
自
身
も
そ
れ
ぞ

れ
の
聖
書
の
場
面
を
寸

劇
に
し
て
神
さ
ま
に
お

献
げ
し
ま
し
た
。

教
区
の
垣
根
を
超
え

て
、
子
ど
も
同
士
の
関

わ
り
、
子
ど
も
と
リ
ー

ダ
ー
の
繋
が
り
、
そ
し

て
、
大
人
も
含
め
た
様
々
な
人
た

ち
と
の
出
会
い
を
通
し
て
、
イ
エ

ス
さ
ま
が
十
字
架
に
か
か
っ
た
出

来
事
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

（
さ
い
と
う　
み
ち
・
石
橋
聖
ト

マ
ス
教
会
信
徒
）

３
月
28
日（
月
）か
ら
31
日（
木
）

ま
で
の
３
泊
４
日
で
、
今
年
も
春

の
J's
キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者

は
中
高
生
9

人
、
青
年
ス

タ
ッ
フ
5
人
。

今
里
の
Ｋ
Ｃ

Ｃ
会
館
に
宿

泊
し
、
釜
ヶ

崎
を
中
心
に

た
く
さ
ん
の

人
に
出
会
い

ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ

初
日
は
釜
ヶ

崎
の
歴
史
に

つ
い
て
、
ま

た
日
雇
い
労

働
と
「
ホ
ー

ム
レ
ス
」
に

つ
い
て
田
宮
紘
執
事
、
そ
し
て
釜

ヶ
崎
で
活
動
さ
れ
て
い
る
吉
岡
基

さ
ん
か
ら
学
び
ま
し
た
。
ま
た

「
ホ
ー
ム
レ
ス
と
出
会
う
こ
ど
も

た
ち
」（
３
日
目
に
訪
れ
る
こ
ど

も
の
里
の
夜
回
り
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ

Ｄ
）
を
通
し
て
、
野
宿
者
の
実
際

の
声
を
聞
き
ま
し
た
。
初
日
の
学

び
は
中
高
生
に
と
っ
て
衝
撃
的
な

出
来
事
だ
っ
た
よ
う
で
す
。「
自

分
た
ち
の
普
段
の

生
活
と
は
全
く
違

う
生
活
を
送
っ
て

い
る
人
が
い
る
」

と
い
う
事
実
を
、

ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
れ
ば
よ
い
の

か
、
頭
を
痛
め
る

初
日
で
し
た
。

２
日
目
は
三
角

公
園
で
炊
き
出

し
の
お
手
伝
い

を
、
夜
は
一
人
一
個
手
作
り
の
お

に
ぎ
り
を
持
っ
て
小
さ
な
夜
回
り

を
行
い
ま
し
た
。
炊
き
出
し
に
並

ぶ
お
じ
さ
ん
、
そ
し
て
野
宿
を
し

て
い
る
お
じ
さ
ん
と
短
い
時
間
で

す
が
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
３
日
目
の
午
後
か
ら
は
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
こ
ど
も
の
里
」（
西
成
区
児

童
館
）
を
訪
問
し
、
釜
ヶ
崎
の
公

園
で
子
ど
も
達
と
思
い
っ
き
り
遊

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
楽

し
か
っ
た
こ
と
は
、
ス
タ
ン
ツ
で

す
。
他
の
グ
ル
ー
プ
の
人
の
ス
タ

ン
ツ
は
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た

か
ら
で
す
。
そ
れ
に
イ
エ
ス
様
が

十
字
架
に
か
け
ら
れ
た
理
由
も
わ

か
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

他
に
も
さ
か
な
つ
り
や
バ
ー
ム

ク
ー
ヘ
ン
な
ど
全
部
楽
し
か
っ
た

で
す
。

グ
ル
ー
プ
の
中
で
初
め
て
会
っ

た
人
と
も
最
後
に
は
仲
よ
く
な
れ

た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。
来
年
も

ま
た
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

行
っ
た
り
キ
ャ
ン
プ
で
友
だ
ち
を

増
や
し
た
い
で
す
。

京
都
教
区　
聖
ア
グ
ネ
ス
教
会

信
徒　
ド
ル
カ
ス　
鈴す

ず
木き　
海う
み

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
感
想

び
ま
し
た
。
時
間
を
共
に
す
る
中

で
、
子
ど
も
達
と
た
く
さ
ん
話
を

し
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
元
気
に

遊
ぶ
子
ど
も
達
を
、
公
園
の
フ
ェ

ン
ス
越
し
に
見
物
す
る
お
じ
さ
ん

の
姿
が
。
夜
回
り
で
は
こ
ち
ら
か

ら
緊
張
し
な
が
ら
声
を
か
け
ま
し

た
が
、
子
ど
も
達
と
遊
ん
で
い
る

と
き
は
、
お
じ
さ
ん
た
ち
が
声
を

か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
ど
も
の
里
の
子

ど
も
達
と
、
そ
し
て

お
じ
さ
ん
達
と
一
緒

に
過
ご
す
こ
と
で
、

中
高
生
達
に
変
化
が

起
き
た
よ
う
で
す
。

自
分
と
誰
か
を
対
比

さ
せ
る
の
で
は
な
く
、

自
分
が
こ
れ
か
ら
ど

の
よ
う
に
生
き
る
の

か
、
と
い
う
こ
と
に

目
を
向
け
た
の
で
し

た
。
こ
の
こ
と
が
復
活
節
に
起
こ

っ
た
の
は
と
て
も
象
徴
的
で
し
た
。

交
わ
り
を
通
し
て
、
中
高
生
は
復

活
の
主
に
出
会
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
、
そ
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

（
ふ
る
さ
わ　
ひ
で
と
し
・
高
槻

聖
マ
リ
ヤ
教
会
牧
師
）

※
次
ペ
ー
ジ
３
段
目
に
参
加
者
の

感
想
文

J’sキャンプ
　　@大阪・釜ヶ崎

司祭　ヨハネ　古澤 秀利

ヘレナ　斎藤 みちヘレナ　斎藤 みち

キッズフェスティバル
2016 in 京都

キッズフェスティバル
2016 in 京都

キッズフェスティバル
2016 in 京都
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２
０
１
６
年
２
月
27
日
（
土
）、

全
国
青
年
会
Ｕ
26（
ゆ
ー
じ
ろ
ー
）

が
企
画
し
た
『
全
国
２
０
０
人
鍋

～
み
ん
な
で
囲
も
う
繋
が
ろ
う

～
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

２
０
０
人
鍋
と
は
、
全
国
各
地
に

会
場
を
設
け
、
同
日
に
そ
れ
ぞ
れ

の
会
場
で
鍋
を
囲
み
、
総
勢
２
０

０
人
以
上
を
目
指
す
と
い
う
企
画

で
す
。
青
年
が
中
心
と
な
っ
て
準

備
す
る
こ
と
で
、
普
段
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
方
々
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
表
し
た
い
と
考
え
、
企
画

し
ま
し
た
。
大
人
も
子
ど
も
も
関

係
な
く
世
代
を
超
え
て
鍋
を
囲
む

会
の
あ
る
昭
和
町
に
て
、
町
お
こ

し
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
を
行
い

ま
す
。
そ
し
て
、７
月
10
日
（
日
）

に
は
、
聖
ル
カ
教
会

に
て
草
抜
き
や
東
光

学
園
の
子
ど
も
た
ち

と
交
流
す
る
予
定
で

す
。
さ
ら
に
、
夏
に

は
京
都
教
区
へ
の
出

張
ワ
ー
ク
も
予
定
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
神
様
の
元
で
、

喜
び
を
も
っ
て
働
く

こ
と
が
で
き
る
機
会

を
与
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

青
年
の
皆
様
、
交

こ
と
で
、
繋
が
り
や
一
体
感
を
感

じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

遠
く
離
れ
た
場
所
に
い
る
方
々
と

も
、
同
じ
企
画
を
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
気
持
ち
を
繋
げ
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。

大
阪
教
区
は
京
都
教
区
と
合
同

で
大
津
聖
マ
リ
ア
教
会
に
て
行
い
、

総
勢
38
人
の
方
々
が
参
加
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
全
国
で
の
総
数

は
１
７
０
人
と
惜
し
く
も
目
標
に

は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
世
代

を
超
え
て
和
気
あ
い
あ
い
と
鍋
を

囲
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
開
会

時
と
閉
会
時
に
は
心
を
合
わ
せ
る

た
め
に
全
国
で
同
時
に
聖
歌
を
歌

い
ま
し
た
。
た
だ
食
事
を
と
も
に

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
遠
く
離
れ

た
方
々
を
思
い
な
が
ら
一
斉
に
聖

歌
を
歌
っ
た
こ
と
で
、
よ
り
繋
が

り
を
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

感
じ
ま
す
。
ま
た
、
普
段
は
他
教

区
と
あ
ま
り
関
わ
り
の
な
い
方
か

ら
も
、
楽
し
か
っ
た
と
い
う
嬉
し

い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
関

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
そ
し

て
神
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
大
阪
教
区
青
年
会
Ｇ
ル

ー
プ
の
活
動
も
活
発
化
し
て
き
て

い
ま
す
。
来
る
４
月
29
日
（
金
・

休
）
に
は
、
大
阪
聖
ア
ン
デ
レ
教

で
す
。
何
回
も
並
ん
で
い
る
方
が

「
い
つ
も
炊
き
出
し
を
し
て
も
ら

っ
て
、本
当
に
感
謝
し
て
い
る
」と
、

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
で
、
炊
き

出
し
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

野
宿
し
て
い
る
方
と
一
番
話
す
こ

と
で
き
た
の
が
「
炊
き
出
し
」
だ

っ
た
の
で
、
一
番
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
ほ
か
に
も
夜
回
り
を
し

て
い
る
と
き
に
お
に
ぎ
り
を
渡
し

た
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て

す
ぐ
に
食
べ
て
い
る
人
も
い
た
し
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
毛
布
と
し
て
寝
て

今
回
J's
キ
ャ
ン

プ
に
参
加
し
て
一

番
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
は
、「
炊

き
出
し
」
で
す
。

炊
き
出
し
を
し

て
い
る
途
中
か
ら

洗
っ
た
お
箸
を
拭

い
て
い
る
と
き
に

「
あ
り
が
と
う
」

と
言
っ
て
く
れ
る

人
が
何
人
か
い
た

の
で
嬉
し
か
っ
た

J’sキャンプ in 釜ヶ崎に参加して
ペテロ　当舎　葵

い
る
人
も
い
た
の
で
、
夜
回
り
を

し
て
今
ま
で
ぜ
い
た
く
し
す
ぎ
た

か
な
と
反
省
し
ま
し
た
。
今
回
参

加
し
て
、
何
年
後
か
に
も
今
の
小

学
生
が
J's
キ
ャ
ン
プ
で
、
釜
ヶ
崎

の
こ
と
に
つ
い
て
学
べ
た
ら
良
い

と
思
い
ま
し
た
。
今
回
参
加
で
き

て
本
当
に
よ
か
っ
た
し
、
こ
の
こ

と
を
ほ
か
の
人
に
も
知
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

（
と
う
し
ゃ　
あ
お
い
・
西
宮
聖

ペ
テ
ロ
教
会
信
徒
）

流
を
深
め
、
と
も
に
働
き
ま
せ
ん

か
。
教
会
の
皆
様
、
こ
れ
か
ら
も

Ｇ
ル
ー
プ
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（
う
つ
み
・
り
さ
こ
・
川
口
基
督

教
会
信
徒
）

G ループ活動報告G ループ活動報告

グレース　内海理沙子

全国 200人鍋
～ みんなで囲もう繋がろう ～
全国 200人鍋
～ みんなで囲もう繋がろう ～

教会信徒のための学び
大阪教区出張講座「歴史編」

主催　大阪教区宣教部生涯学習委員会・歴史編纂委員会

日時と内容

講　師
西口　忠 氏

会 場　大阪聖愛教会

2016 年度前期 参加者募集2016 年度前期 参加者募集

─ 第 2 回 ─
5 月 14 日（土）14：00-16：30

「1896年 大阪地方部の確立と20世紀伝道」
─ 第 3 回 ─

6 月 18 日（土）14：00-16：30
「1923年 大阪教区・東京教区の成立」

─ 第 4 回 ─
7 月 16 日（土）14：00-16：30

「教区誕生から第２次世界大戦突入まで」

桃山学院史料室特別研究員
日本聖公会歴史研究会会長（　　　　　　）
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聖
書
を
読
む
こ
と
は
キ
リ
ス
ト

者
の
基
本
の
基
本
だ
。
生
涯
に
、

わ
た
っ
て
、
常
時
繙ひ

も
とく
べ
き
聖
典

だ
。
聖
典
で
あ
る
が
一
種
の
文
学

書
で
も
あ
る
。
単
純
な
計
算
で
は
、

世
界
一
の
発
行
部
数
の
出
版
物
だ
。

そ
の
聖
書
を
読
む
こ
と
は
、
な
か

な
か
大
変
な
こ
と
で
あ
る
。
好
き

な
と
こ
ろ
だ
け
を
読
め
ば
い
い
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。

昨
年
７
月
の
教
区
の
聖
職
人
事

復
活
日
が
、
第
４
主
日
に
当
た

っ
た
の
は
、
５
年
ぶ
り
の
こ
と
で

す
。
こ
の
日
の
午
後
は
、
大
阪
聖

パ
ウ
ロ
教
会
に
て
32
人
が
集
ま
り
、

充
実
し
た
イ
ー
ス
タ
ー
聖
餐
式
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
大
阪

教
区
英
語
礼
拝
」
の
こ
と
で
す
。

元
々
は
、
大
阪
聖
パ
ウ
ロ
教
会

が
設
置
し
た
、
梅
田
英
語
専
門
学

校
の
学
生
向
け
英
語
礼
拝
と
し
て

始
ま
り
ま
し
た
が
、
２
０
０
９
年

に｢

教
区｣

英
語
礼
拝
と
し
て
運

営
を
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

毎
月
、
第
４
主
日
午
後
４
時
か

ら
20
～
30
人
程
の
方
が
集
ま
り
、

オ
ル
ガ
ン
・
チ
ェ
ロ
・
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
・
電
子
ピ
ア
ノ
等
、
様
々
な

異
動
で
、
ウ
イ
ル
ソ
ン
ウ
ォ
ー

レ
ン
司
祭
が
大
阪
聖
パ
ウ
ロ
教
会

の
副
牧
師
に
着
任
さ
れ
た
。
当
教

会
は
ち
ょ
う
ど
創
立
１
３
０
年
の

周
年
で
あ
り
、
早
速
周
年
事
業
の

一
環
と
し
て
、
ウ
イ
ル
ソ
ン
司
祭

を
講
師
と
し
た
長
期
の
教
会
講
座

を
企
画
し
た
。
10
月
か
ら
の
始
ま

り
を
考
え
て
い
た
が
、
年
を
越
え

た
と
こ
ろ
で
、
ウ
イ
ル
ソ
ン
司
祭

の
異
動
が
決
ま
り
、
急
遽
、
１
月

か
ら
３
月
ま
で
月
一
回
の
短
期
の

講
座
に
切
り
替
え
実
施

し
た
。

日
頃
か
ら
キ
リ
ス
ト

教
や
教
会
に
関
し
た
各

種
の
講
演
、
講
座
は
開

催
さ
れ
て
い
て
、
何
を
改
め
て
、

と
い
う
も
の
だ
が
、
本
講
座
の
み

そ
は
、
ウ
イ
ル
ソ
ン
司
祭
に
あ
っ

た
。
日
本
語
が
堪
能
、
日
本
人
以

上
の
日
本
食
の
食
通
、
特
有
の
ユ

ー
モ
ア
と
ウ
イ
ッ
ト
に
富
ん
だ
ウ

イ
ル
ソ
ン
司
祭
の
会
話
に
は
つ
い

つ
い
引
き
込
ま
れ
る
。
日
本
人
司

祭
に
は
な
い
魅
力
が
あ
る
。
兎
に

角
も
二
つ
返
事
で
引
き
受
け
て
頂

い
た
の
は
、
ウ
イ
ル
ソ
ン
司
祭
の

大
阪
教
区
信
徒
に
対
す
る
心
意
気

の
表
れ
の
一
つ
だ
。

内
容
は
「
読
ん
で
み
よ
う
。
聖

書
は
お
も
ろ
い
で
！
」
の
タ
イ
ト

ル
で
、
第
一
回
（
創
世
記
、
ヨ
ハ

ネ
に
よ
る
福
音
書
）、第
二
回
（
コ

リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
）、
第

三
回
（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
・

マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
）
の
講
話

と
な
っ
た
。
各
回
90
分
の
熱
弁
は
、

聞
く
人
に
改
め
て
「
聖
書
」
を
読

む
こ
と
と
共
に
、「
祈
り
」
の
大

切
さ
に
新
た
な
る
思
い
を
啓
発
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
お
か
も
と　
た
だ
し
・
大
阪
聖

パ
ウ
ロ
教
会
信
徒
）

経
験
の
あ
る
日
本
人
、
英
語
を
学

習
し
て
き
た
日
本
人
な
ど
が
集
い

ま
す
。
温
か
い
交
わ
り
で
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
、
と
て
も
良
い
雰
囲
気
で

聖
餐
式
の
め
ぐ
み
に
与
か
る
礼
拝

で
す
。

大
阪
聖
パ
ウ
ロ
教
会
で
行
わ

れ
て
い
る
礼
拝
で
は
あ
り
ま
す

が
、「
教
区
の
」
英
語
礼
拝
な
の
で
、

よ
り
広
く
知
ら
れ
、
も
っ
と
沢
山

の
方
々
が
一
緒
に
英
語
で
礼
拝
が

で
き
ま
す
よ
う
に
と
願
い
、
祈
っ

て
お
り
ま
す
。

（
芦
屋
聖
マ
ル
コ
教
会
牧
師
）

司祭　ウイルソンウォーレン

大阪教区英語礼拝

英語で充実した礼拝を

楽
器
の
伴
奏
と
共
に
多
様
な
声
が

混
ざ
り
合
っ
て
、
神
へ
の
賛
美
を

表
す
礼
拝
で
す
。

ポ
ー
ル
・
ト
ル
ハ
ー
ス
ト
司
祭

と
ウ
イ
ル
ソ
ン
ウ
ォ
ー
レ
ン
司

祭
が
隔
月
交
替
で
奉
仕
を
し
て
い

ま
す
。
陪
餐
の
時
に
は
、
全
員
が

同
時
に
祭
壇
の
前
に
並
び
、陪
餐・

祝
福
を
受
け
、
最
後
ま
で
そ
の
場

で
待
ち
ま
す
。
そ
し
て
、
司
式
者

が
陪
餐
後
の
お
祈
り
を
し
て
か
ら

一
斉
に
会
集
席
に
戻
り
ま
す
。

英
語
の
レ
ベ
ル
に
関
係
な
く
、

日
本
在
留
の
他
国
籍
の
方
々
や
、

観
光
に
訪
れ
た
方
々
、
海
外
滞
在

「
ウ
イ
ル
ソ
ン
司
祭
・
聖
書
連
続
講
座
」
開
催
！

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
　岡
本  

正
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大
阪
教
区
の（
臨
時
）

教
区
会
傍
聴
と
懇
談
会

が
３
月
20
日
（
日
）
に

行
わ
れ
、
京
都
教
区
か

ら
は
教
役
者
を
含
め
27

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

15
時
、
大
阪
教
区
（
臨
時
）

教
区
会
が
開
始
さ
れ
、
主
教
挨

拶
に
続

き
、
議
案

審
議
が
始

ま
り
、
主

な
議
案
は

財
政
関
係

で
全
て
可

決
さ
れ
て
、

頌
栄
を
も

っ
て
終
了

さ
れ
ま
し

た
。
そ
の

後
、
大
阪

教
区
の
主

教
か
ら
京

都
教
区
へ

の
歓
迎
の

言
葉
が
あ

り
、
休
憩
を
は
さ
み
、
京
都
教
区

と
の
懇
談
会
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

岩
城
聰
司
祭
よ
り
、
経
過
報
告

と
し
て
、
１
９
７
４
年
か
ら
の
管

区
レ
ベ
ル
で
の
合
併
論
議
や
、
両

教
区
で
の
検
討
の
経
緯
、
そ
し
て
、

を
し
て
み
よ
う
、
と
い
う
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

京
都
事
件
の
経
過
を
藤
原
健
久

司
祭
か
ら
説
明
が
あ
り
、
被
害
者

へ
の
直
接
の
謝
罪
と
、
被
害
者
の

癒
や
し
と
回
復
が
、
最
優
先
課
題

で
あ
る
こ
と
と
応
答
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
任
期
が
な
ぜ
延
長
さ
れ

た
の
か
の
質
問
に
、
合
併
議
案
を

可
決
す
る
た
め
に
は
４
分
の
３
以

上
の
賛
成
が
必
要
な
た
め
、
前
教

区
会
時
点
で
は
具
体
的
な
問
題
に

対
し
納
得
が
得
ら
れ
な
い
と
判
断

し
、
一
層
理
解
を
得
る
た
め
に
は

今
後
も
議
論
が
必
要
と
判
断
し
た

現
在
ど
の
よ
う
な
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
る
か
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
財
政
面
・
主
教

座
聖
堂
・
教
区
事
務
所
・
京
都
事

件
が
あ
り
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
話
し
合
い
が
重
ね
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
、
次
に
、
委
員

会
の
交
流
の
結
果
と
し
て
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
用
い
、
礼
拝
部
と

礼
拝
・
音
楽
委
員
会
が
合
同
で
行

っ
た
『
合
同
礼
拝
』、
教
育
部
と

生
涯
学
習
委
員
会
が
合
同
で
行
っ

た
青
少
年
の
各
キ
ャ
ン
プ
の
成
果

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
現
在
委
員
会
で
話
し

合
っ
て
い
る
こ
と
を
、
資
料
に
基

づ
い
て
示
し
、
委
員
会
の
統
合
と

宣
教
主
事
の
設
置
と
位
置
づ
け
、

教
役
者
の
合
併
後
の
給
与
案
、
今

後
の
教
役
者
数
の
推
移
予
測
、
ニ

ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行
準
備
を
し

て
い
る
こ
と
を
報
告
し
、
質
疑
応

答
に
移
り
ま
し
た
。

質
疑
・
意
見
の
中
で
、
何
故
委

員
会
が
１
年
延
長
さ
れ
た
の
か
、

そ
し
て
こ
の
１
年
の
見
通
し
に
つ

い
て
、
京
都
事
件
に
つ
い
て
、
ま

た
、
合
併
す
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、

宣
教
す
る
こ
と
を
一
番
に
考
え
、

衰
退
し
て
い
く
教
区
を
前
進
さ
せ

る
た
め
問
題
解
決
に
向
け
て
合
併

ＯＫ委員会はいま ??

ルシア　山本 友理
大阪教区と京都教区の合併を推進する委員会報告

私
た
ち
の
尼
崎
聖
ス
テ
パ
ノ
教

会
は
礼
拝
堂
が
２
階
に
あ
り
、
足

の
不
自
由
な
方
や
高
齢
者
の
方
が

階
段
の
上
が
り
下
り
に
不
自
由
を

し
て
い
た
。
新
牧
師
館
が
昨
年
建

設
さ
れ
た
時
も
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

工
事
も
し
て
欲
し
い
希
望
が
あ
り
、

長
年
の
望
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ

う
な
折
に
一
信
徒
か
ら
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
の
指
定
献
金
の
申
し
出

が
あ
り
、
臨
時
受
聖
餐
者
総
会
の

後
、
２
０
１
５
年
11
月
か
ら
工
事

が
開
始
さ
れ
た
。
12
月
に
完
成
し
、

12
月
13
日
に
は
竣
工
聖
別
の
祈
り

が
ヨ
ハ
ネ
木
村
幸
夫
司
祭
に
よ
り

捧
げ
ら
れ
た
。

車
椅
子
と
3
人
の
方
が
乗
れ
る

広
さ
で
、
設
置
後
は
多
く
の
方
に

尼
崎
聖
ス
テ
パ
ノ
教
会

ペ
テ
ロ
　鈴
木
憲
二

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
成

と
応
答
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
１
年
間
、
強
行
に
進
め
て

い
く
の
で
は
な
く
、
納
得
で
き
る

合
併
の
た
め
の
議
論
を
重
ね
て
進

め
て
い
き
た
い
。
課
題
と
し
て
は
、

教
役
者
間
・
各
常
置
委
員
会
・
両

教
区
の
諸
委
員
会
の
話
し
合
い
を

深
め
て
も
ら
う
。
各
主
教
に
は

色
々
な
機
会
を
見
つ
け
て
説
明
や

懇
談
の
時
を
増
や
す
な
ど
、
賛
同

を
得
ら
れ
る
よ
う
議
論
を
重
ね
て

い
き
ま
す
、
と
あ
り
ま
し
た
。

以
上
、
予
定
を
オ
ー
バ
ー
し
、

17
時
半
に
祈
り
を
も
っ
て
終
了
し

ま
し
た
。
短
い
時
間
の
中
、
大
阪

利
用
さ
れ
喜
び
と
感
謝
の
声
が
届

い
て
い
る
。

（
す
ず
き　
け
ん
じ
・
尼
崎
聖
ス

テ
パ
ノ
教
会
信
徒
）

教
区
会
の
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
懇
談
会
で
は

意
見
が
少
な
く
、
未
消
化
だ
っ
た

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

（
や
ま
も
と　
ゆ
り
・
京
都
教

区
八
木
基
督
教
会
信
徒
）
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◎
イ
ン
ド
で
キ
リ
ス

ト
教
徒
と
イ
ス
ラ
ム

教
徒
が
ダ
リ
ッ
ト

（
不
可
触
民
）
差
別

に
抗
議
の
行
進

イ
ン
ド
の
ニ
ュ
ー

デ
リ
ー
に
お
い
て
、

キ
リ
ス
ト
教
徒
と
イ

ス
ラ
ム
教
徒
が
共
同

で
ダ
リ
ッ
ト
（
不
可
触
民
）
差
別

を
抗
議
す
る
た
め
の
デ
モ
行
進
を

行
っ
た
。
デ
モ
の
形
式
は
「
サ
イ

レ
ン
ト･

ラ
リ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
、

声
を
上
げ
な
い
寡
黙
な
行
進
で
あ

る
。
１
９
５
０
年
、
イ
ン
ド
政
府

は
カ
ー
ス
ト
制
度
に
お
け
る
ダ
リ

ッ
ト
へ
の
権
利
の
向
上
と
生
活
改

善
の
た
め
の
憲
法
を
制
定
し
た
が
、

カ
ー
ス
ト
制
度
自
体
を
拒
否
し
て

い
る
と
い
う
理
由
で
キ
リ
ス
ト
教

徒
と
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
こ
れ
に
は

含
ま
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
北

イ
ン
ド
教
会
会
議
書
記
長
の
ア
ル

ワ
ン
・
マ
シ
ー
氏
は
、
寡
黙
な
抗

議
活
動
は
「
正
義
を
望
む
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
轟
音
の
よ
う
に

送
っ
て
い
る
の
だ
と
強
調
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
宗
教
を
理
由
と
し

た
差
別
の
な
い
人
権
を
彼
ら
に
保

障
す
る
べ
き
で
あ
る
と
語
っ
て
い

る
。
カ
ー
ス
ト
制
度
外
と
し
て
差

別
さ
れ
続
け
て
き
た
仏
教
徒
や
シ

ー
ク
教
徒
は
、
法
制
度
の
整
備
に

よ
っ
て
改
善
措
置
が
と
ら
れ
た
が
、

キ
リ
ス
ト
教
徒
と
イ
ス
ラ
ム
教
徒

は
、
現
在
も
宗
教
上
の
理
由
か
ら

著
し
い
差
別
を
受
け
て
い
る
。
ち

な
み
に
約
2
、
５
０
０
万
人
い
る

イ
ン
ド
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
約
70

％
が
ダ
リ
ッ
ト
出
身
で
あ
る
。

(A
nglican C

om
m

union 
N

ew
s Service: M

arch 10, 
2016)

◎
聖
公
会
が
キ
プ
ロ
ス
で
難
民
の

支
援
活
動
に
従
事

ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
ゴ
ー
ル
ド
ス

ミ
ス
司
祭
は
、
キ
プ
ロ
ス
に
施
設

さ
れ
た
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
定
期
的

に
訪
問
し
て
い
る
。
そ
の
キ
ャ
ン

プ
で
避
難
生
活
を
し
て
い
る
、
男

女
約
４
０
０
人
の
国
籍
は
シ
リ
ア

人
、
イ
ラ
ク
人
、
パ
レ
ス
チ
ナ

人
、
レ
バ
ノ
ン
人
、
ス
ー
ダ
ン

人
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
と
様
々

で
あ
る
。
そ
し
て
彼
ら
は
、
２
０

１
６
年
に
誕
生
し
た
新
生
児
を
含

め
た
約
１
３
０
人
も
の
乳
幼
児
た

ち
を
抱
え
な
が
ら
生
活
を
し
て
い

る
。
キ
プ
ロ
ス
の
南
海
岸
に
あ
る

聖
バ
ル
ナ
バ
聖
公
会
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
メ
ン
バ
ー
と
ク
リ
ス
テ
ィ
ン

司
祭
は
、
で
き
得
る
限
り
の
最
善

を
尽
く
し
て
キ
ャ
ン
プ
で
生
活
す

る
人
々
を
支
援
し
て
い
る
。
昨
年

の
12
月
に
は
、
キ
プ
ロ
ス
聖
公
会

が
１
０
０
個
以
上
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
贈
り
、
南
キ
プ
ロ
ス
に
あ
る
聖

ヨ
ハ
ネ
学
園
の
生
徒
た
ち
が
作
成

し
た
靴
箱
を
、
生
徒
た
ち
自
ら
が

現
地
に
向
か
い
贈
呈
し
た
。
こ
れ

は
、
自
分
の
国
も
家
も
何
も
か
も

手
放
し
て
難
民
と
な
り
、
キ
ャ
ン

プ
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

彼
ら
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン

ト
で
あ
っ
た
と
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
司

祭
は
語
る
。
ま
た
、
彼
女
は
彼
ら

へ
の
支
援
が
自
ら
の
信
仰
的
行
い

で
あ
っ
て
、
与
え
る
以
上
の
多
く

の
も
の
を
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
住
む

人
々
か
ら
受
け
取
っ
て
い
る
と
述

べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
衣
食
住
の

問
題
に
加
え
て
子
供
た
ち
の
教
育

や
大
人
た
ち
の
雇
用
な
ど
、
多
く

の
問
題
が
山
積
し
て
い
る
が
、
聖

公
会
が
協
力
し
合
っ
て
難
民
問
題

に
取
り
組
ん
で
行
く
と
強
く
語
っ

て
い
る
。

(A
nglican C

om
m

union 
N

ew
s Service: M

arch 25, 
2016)司

祭　
ヤ
コ
ブ　
松
平　
功

（
ま
つ
だ
い
ら　
い
さ
お
・
守
口

復
活
教
会
牧
師
）

世界の窓世界の窓

常
置
委
員
会
報
告

2
月
18
日（
第
４
回
定
例
会
）

Ⅰ
．
主
教
報
告

＊
井
上
進
次
司
祭
ご
逝
去
に
伴
い
、

教
区
挙
げ
て
、
皆
さ
ま
の
大
き
な

ご
協
力
が
あ
っ
た
こ
と
に
謝
辞
が

あ
っ
た
。

Ⅱ
．
協
議
事
項

＊
成
岡
宏
晃
執
事
の
司
祭
試
験
に

つ
い
て
、
主
教
面
接
を
経
て
、
今

秋
管
区
に
て
試
験
を
受
け
る
方
向

で
進
め
る
。

＊
教
区
礼
拝
の
日
程　
10
月
２
日

（
日
）
プ
ー
ル
学
院
清
心
館
に
て
。

＊
台
湾
聖
公
会
へ
の
地
震
救
済
支

援
献
金
に
つ
い
て
。
２
月
21
日
の

主
日
献
金
に
加
え
、
教
区
緊
急
災

日本聖公会大阪教区婦人会

昼食後  2016 年度 教区婦人会 総会

2016 年
5月5日（木・祝）午前10時30分～ 聖餐式

東豊中聖ミカエル教会

ヤコブ 義平雅夫 司祭
（大阪聖アンデレ教会牧師、桃山学院中高チャプレン）

原発と放射能に関する特別問題プロジェクトの働きのため
「リフレッシュ（保養）プログラム」

日　時 ──

場　所 ──

説　教 ──

献金先 ──

昇 天 日 礼 拝



大　阪　教　区　報 2016年4月24日　（14）第 448 号

教
会
・
施
設
の
動
き

＊ 教役者逝去記念聖餐式は、毎月第２水曜日午前 10 時 30
分から、川口基督教会で行われます。ご関係の有無にか
かわらず、どうぞ自由にご参加ください。

教区関係教役者

逝去者記念聖餐式

◇ 5月11日（水）午前 10時 30分
於：主教座聖堂（川口基督教会）
説教者　施洗者ヨハネ　山本　眞司祭

司　祭　米
よね

村
むら

　健
けん

治
じ

（1979.5.15）
伝道師　小

お
幡
ばた

　久
く

能
の

（1961.5.24）
司　祭　アーネスト・ゴードン・ハッチンソン（1973.5.29 英）
宣教師　メーベル ･C･ バックス（1984.5.30 英）

◇ 6月8日（水）午前 10時 30分
於：主教座聖堂（川口基督教会）
説教者　ヨシュア　原田　光雄司祭

司　祭　ロバート・マルコム・ミルマン（1945.6.3 加）
司　祭　オーガスチン　芦

あし
澤
ざわ

　光
てる

雄
お

（2002.6.4）
司　祭　チャールズ・フレデリック・ワレン（1899.6.8 英）
司　祭　ウイリアム・ペンジェリー・バンコンブ（1942.6.10 英）
司　祭　ジョージ・テンプシー（1960.6.11 英）
司　祭　ダニエル　植

うえ
村
むら

　信
のぶ

久
ひさ

（1980.6.13）
司　祭　ステパノ　橋

はし
本
もと

　節
せつ

（1996.6.15）
司　祭　アーウィン・ヘンリー・コレル（1926.6.16 米）
伝道師　マルタ　樫

かし
内
うち

　晰
あき

子
こ

（1946.6.18）
司　祭　ベニヤミン　東

あずま
　信

のぶ
行
ゆき

（1943.6.19）
司　祭　牧

まき
岡
おか

　鉄
てつ

弥
や

（1919.6.20）
司　祭　ルイス・パーキンソン・ヒル（1943.6.22 英）
宣教師　エディス・メアリ−・バーナウ（1944.6.29 英）
主　教　横

よこ
田
た

　道
みち

信
のぶ

（1946.6.29）
宣教師　アリス・マリアン・コックス（1949.6.29 英）
司　祭　ヨハネ　荒

あら
木
き

　久
ひさ

雄
お

（1988.6.30）
司　祭　パウロ　水

みず
谷
たに

　博
ひろ

彦
ひこ

（2008.6.30）

聖
贖
主
教
会

○
４
月
29
日
（
金
・
休
）
午
前
11

時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
「
高
齢
者

事
業
は
る
ま
つ
り
」
を
博
愛
の
園

お
よ
び
向
か
い
の
田
川
東
公
園
で

開
催
。
バ
ザ
ー
、
屋
台
、
イ
ベ
ン

ト
、
介
護
相
談
な
ど
。

問
い
合
わ
せ
は
06
─

６
３
０
１
─

８
９
０
１
（
博
愛
の
園
）

○
大
阪
聖
愛
教
会

　
ア
キ
ラ 

浅あ
さ
野の　
俊と
し
之ゆ
き

　
プ
リ
ス
キ
ラ 

浅あ
さ
野の　
早さ

苗な
え

（
3
月
27
日
）

○
東
豊
中
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

　
ヘ
レ
ン 

二に

藤と
う
寿す

瑞ず

幸こ

（
3
月
27
日
）

○
高
槻
聖
マ
リ
ヤ
教
会

　
ア
リ
エ
ル 

植う
え
田だ

さ
お
り

（
4
月
3
日
）

○
西
宮
聖
ペ
テ
ロ
教
会

　
ア
グ
ネ
ス 

北き
た
村む
ら　
怜れ
い
那な

○
大
阪
聖
三
一
教
会

　
ク
ラ
ラ 

今い
ま
中な
か
優ゆ

希き

美み

　
サ
ム
エ
ル 

今い
ま
中な
か　
　
歩
あ
ゆ
み

（
12
月
6
日
）

○
東
豊
中
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

　
ヘ
レ
ン 

二に

藤と
う
寿す

瑞ず

幸こ

（
3
月
27
日
）

魂
の
平
安
を

祈
り
ま
す

お
詫
び
と
訂
正

教
区
報
477
号
に
追
加
と
誤
記
が

あ
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
詫
び
し

訂
正
い
た
し
ま
す
。

12
頁
：
公
示
（
２
０
１
６
年
2
月

18
日
付
）
に
以
下
を
追
加

司
祭
ダ
ニ
エ
ル
山
野
上
素
充（
退
）

２
０
１
６
年
４
月
1
日
付
で
、

司
祭
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
奥
村
貴
充

の
も
と
聖
贖
主
教
会
に
お
い
て
、

嘱
託
司
祭
と
し
て
主
日
勤
務
す
る

こ
と
（
第
３
主
日
）
を
委
嘱
す
る
。

た
だ
し
、
法
規
第
53
条
第
２
項
に

よ
り
任
期
を
１
年
と
す
る
。

13
頁
：
3
段
目
（
祝
受
按
）

芦
屋
聖
マ
ル
コ
教
会
の
一
人
目

（
誤
）
ア
ン
ナ 

坂
田　
菜
々

（
正
）
ミ
カ
エ
ル 

坂さ
か
田た　
尊た
か
司し

Ⅰ
．
金
山
将
司
聖
職
候
補
生
の
執

事
志
願
に
関
し
面
接
を
実
施
。

Ⅱ
．
協
議
事
項

＊
台
湾
聖
公
会　

李
鎮
丞
（
リ
・

チ
ン
ジ
ョ
ウ
）
司
祭
を
大
阪
教
区

に
て
4
月
よ
り
3
カ
月
間
、
人
事

交
流
と
し
て
受
け
入
れ
る
。

○
大
阪
聖
三
一
教
会

　
ヨ
ハ
ネ 

大お
お
山や
ま　
仁ひ
と
躬み

（
1
月
31
日
・
89
歳
）

　
ル
ツ 

能の

勢せ　
俊と
し
子こ

（
2
月
29
日
・
91
歳
）

○
尼
崎
聖
ス
テ
パ
ノ
教
会

　
ス
テ
パ
ノ 

今い
ま
井い　
茂
し
げ
る

（
2
月
12
日
・
78
歳
）

（
4
月
10
日
）

＊
大
阪
教
区
教
役
者
会
を
５
月
９

日
、
聖
公
会
生
野
セ
ン
タ
ー
で
開

催
す
る
件
。

３
月
７
日（
第
５
回
定
例
会
）

害
支
援
資
金
よ
り
不
足
分
を
支
出

し
、
50
万
円
を
献
げ
る
。

＊
大
阪
教
区　
全
聖
職
参
加
黙
想

会　
７
月
20
日（
水
）～
21
日（
木
）

売
布
黙
想
の
家
に
て
開
催
。


